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警告

注意

この「安全上の留意事項」は製品を正しくお使いいただき、あなた
や他の人々への危害や財産への損害を未然に防止するため、いろ
いろな絵表示をしています。
内容をよく理解してから本文をお読みください。

また、本器は操作方法に熟知した人以外は使用しないでください。

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡
または重傷を負う可能性が想定される内容を示します。

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が損傷
を負う可能性が想定される内容および物的損害の発生
が想定される内容を示します。

　記号は禁止の行為であることを告げるものです。
図の中や近傍に具体的な禁止内容（左の例では分解禁止）が描か
れています。

絵表示について
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安全上の留意事項
ご使用前に、この「安全上の留意事項」をよくお読みになり、正しくお使いください。

　記号は行為を強制したり指示したりする内容を告げるものです。
図の中に具体的な指示内容（左の例では電源プラグをコンセント
から抜け）が描かれています。

　記号は注意を促す内容を告げるものです。
図の中に具体的な指示内容（左の例では感電注意）が描かれてい
ます。

●万一煙が出ている、変なにおいや音がするなどの異常状態のまま使用する
　と、火災・感電の原因になります。
　すぐに本器の電源プラグをコンセントから抜き、購入された販売店に修理
　を依頼してください。
　お客様による修理は危険ですから絶対に行わないでください。警告



●溶けたロウが固まるまでは本器を移動したり傾けたりしないでください。
　ロウがトレーからこぼれ、トレーが抜けなくなったり、異臭や火災の原因に
　なります。

●ハニカムを掃除するときは、電源プラグをコンセントから抜いて、ハニカム
　の温度が下がっていることを確認してから行ってください。 
　火傷の原因になります。

●使用中や使用直後はハニカムの高温部分にさわらないでください。
　火傷をする恐れがあります。

●本器の使用前には、各部に損傷がないか、正常に動作するかご確認くださ
　い。　異常が発見されたときは使用を中止し、販売店にご相談ください。

●ぐらついた台の上や、傾いたところなど不安定な場所に置かないでくださ
　い。　落ちたり、倒れたりして故障したり、けがの原因になることがあります。

●本器は歯科用ワックスの軟化以外に使用しないでください。
　火傷・火災・感電の原因になります。

●電源コードを傷つける、加工する、無理に曲げる、ねじる、引っ張る、加熱す
　るなどを行わないでください。 コードが破損して火災・感電の原因になり
　ます。　コードが傷んだら販売店に交換をご依頼ください。

●ぬれた手で電源プラグを抜き差ししたり、本器の操作を行わないでくださ
　い。　感電の原因となることがあります。

●本器に水をかけたり、ぬらさないでください。
　火災・感電の原因になります。

●電源コードの上に重いものをのせたり、コードが本器の下敷きにならない
　ようにしてください。　また、電源コードが引っ張られないようにしてくださ
　い。　コードが傷ついて火災・感電の原因となります。

●指示されていない部分のカバーを外したり、改造をしないでください。
　内部には高い電圧の部分があり、火災、感電の原因となります。
　内部の点検・修理は 販売店にご依頼ください。

●本器をお手入れされるときは、必ず本器の電源プラグをコンセントから抜
　いてください。
　感電の原因になることがあります。

●万一本器を落として、外装ケースが割れたりへこんだ場合は、本器の電源
　プラグをコンセントから抜き、購入された販売店にご連絡ください。
　そのまま使用すると火災・感電の原因となります。

●万一本器内部に水や異物等が入った場合は、本器の電源プラグをコンセ
　ントから抜き、購入された販売店にご連絡ください。
　そのまま使用すると火災・感電の原因となります。
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警告

注意





①表示器   設定温度、現在の温度などを表示します。

②設定ボタン  温度設定やブザーの初期設定に使用します。

③電源スイッチ フタを開ければ電源が入り、閉じれば電源が切れます。

④ハニカム  ロウを押し当てて軟化させます。

⑤電源ソケット 付属の電源コードを差し込みます。

⑥排ロウトレー 溶けたロウを溜めるトレーです。

各部の名称と機能

■各部の名称

■操作パネルの機能
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①

①

③

⑤

④

②

②

⑥

注意　電源スイッチの穴にワックスをこぼしたり、棒などで操作しないでください。

①表示器   設定温度、現在の温度などを表示します。

②設定ボタン  温度設定やブザーの初期設定に使用します。

     ※操作方法のページ（P6～P8）をご覧ください。

■設置場所・環境
●本器は水平のしっかりしたテーブルに設置してください。



１．本体のカバーを開けハニカムを固定して
　  ある段ボール紙を取り外します。

２．付属の電源コードを本体後部のソケット
　  に差し込みます。

３．排ロウトレーにアルミホイルをおよ
　 そ13cm×13cmに切って敷いてください。

本品を輸送する場合は、１．で外した段ボール紙をハニカム手前に
入れてハニカムを固定してください。

操作方法
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注意

　使用前の準備

●本体のカバーを開ければ電源が入ります。

●以前に設定された温度を約２秒間表示し、その後現在の温度を表示します。

●フタを閉じると電源が切れます。

ハニカムの温度が８０度以下の場合、　　　　を表示しますが異常ではありません。

注）製品購入時、設定温度は150 °Cです。

　電源の入切
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１．ハニカムに咬合堤を押し当てて軟化さ
　 せます。
　 設定温度は160°Cを目安としてください。

２．位置をずらしたり、角度を変えたりして２
　  ～３回ハニカムに押し当てます。

基礎床が当たる場合はハニカムの端
を使用して軟化させてください。

パーシャル咬合堤の場合は石膏模型
からはずして軟化してください。

ハニカムの周囲に付いたワックスはティッシュペーパーなどで拭き取
ってください。

注意

●＋またはーボタンを押せば表示が少し暗くなり、設定されている温度を表示します。

●設定された温度に達するとブザーが鳴ります。

●＋またはーボタンを押して希望する温度に合わせます。約２秒間ボタンを操作しなけ
　れば、現在の温度を表示し、設定された温度に向かいます。
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温度を設定するときに+または-ボタンを押し続けると10 °C単位で加算、または減算できます。ヒント！


